
平成30年 12月31日（月）

ＪＡ全農インターナショナル

米穀・園芸部

平成30年度における輸出に取り組む事業者向け対策事業の海外販売促進
活動について、下記のとおり報告いたします。

対象国・地域 ： 香港

農林水産省

食料産業局長 殿

平成30年度輸出に取り組む事業者向け対策事業に係る海外販売促進活動報告書

実施期間 ： 平成30年 10月5日（金）～ 10月7日（日）

（フェアに係る出張 ： 平成30年 10月3日（水）～ 10月6日（土））

「香港全農青果物フェア」
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香港販売促進活動

１．『香港全農青果物フェア』について

（１）期間 ： 平成30年 10月5日（金）～ 10月7日（日）

（２）場所 ： DCH FOOD MART DELUXE（健威坊店、海怡店、将軍澳店）

（３）出席者 ： 大昌貿易行雷次長、アンソニー部長
全農みやぎ、JAみやぎ仙南

JA全農インターナショナル㈱ 米穀園芸部 山口瑶介

（４）内容 ： 宮城県産のなし「蔵王梨」を中心に、日本産の果物・野菜を取り揃え、
全農青果物フェアを実施した。品目は以下の通りです。
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２．香港全農青果物フェア実施内容（１）

（１）期間 ：平成30年 10月5日（金）～ 10月7日（日）

（２）場所 ： 大昌貿易行 DCH FOOD MART DELUXE
（健威坊店、海怡店、将軍澳店）

（３）内容 ： 各店舗プロモーターを各1名配置し、試食宣伝販売を実施した。
試食の効果は多大で、蔵王梨の販売金額は大幅に伸びた。
その他、甘藷小袋も人気であった。
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３．所感

４. フェアの成果及び今後の進め方

酸味と甘みのバランスが取れた「蔵王梨」は、試食効果が絶大であり、 販売順調であった。
試食により、日本産農産物の質と美味しさを十分理解していただいた。
蔵王梨の香港での販売促進は初めての機会であったが、蔵王なしの味と品質を通じて、日本産
青果物のクオリティを強力に訴求できたものと認識する。

試食によって、その場で販売に繋がる可能性は非常に高いものと再認識。次回は、１０
月末にりんご、２月春節前に、いちご等の冬果実および、鍋物向けの野菜中心にフェアを
開催し、日本産農産物の売り場拡大を図る。


